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主題「明日につなごう、未来につなごう ワイズの灯」

副題「今、私たちにできること」

東日本区理事 原 俊彦

桜の花が咲いては見たものの、思わぬ雪に震えている珍しい光景が此処かしこに見られた 4月の日本列

島でしたが、ゴールデンウイークが目の前に迫ってくる今日この頃は、さすがに気温も平年に戻り新緑が

美しい季節となりました。先日、現・次期合同の役員会が開催され松田次期理事へのバトンタッチが着々

と進むと共に、第 13回東日本区大会の開催も残すところ 40日と迫って参りました。

皆さま、既に東日本区大会への登録はお済みでしょうか？この大会を成功させ次の横浜国際大会でそのエ

ネルギーを爆発させましょう。

11－1 強調月間：EF・JEF

ＥＦ=

Endowment Fund「エンドウメント･ファンド」。

ＪＥＦ=

Japan East Y’s Men’s Fund「東日本区ワイズ基金」。

いずれも、区やクラブの記念行事、個人の慶弔な

どの際のメモリー献金が対象で、EF は国際ワイズ

ダム発展のための特別基金、ＵＳ$100以上寄附する

と「ゴールデンブック」に記帳され、国際･交流事業

主任が担当する。一方 JEFの方は、区の継続的奉仕

活動を支えるために行う献金で、区備付けの「奉仕

帳」に記帳され、同基金運営委員会が基金の促進･

管理･運営に当たる。JEF は 8 月の横浜国際大会を

控え、その役割は重く、かつ大きい。

（東日本区ワイズ基金運営委員長・加藤利榮）

11－2 第 3回東日本区役員会の開催

4月 10日～11日の 2日間に亘って横浜のオンワ

ード人財開発センターに於いて現次期合同による第

3回役員会が開催され、以下の議案が承認されまし

た。議事録よりその一部を抜粋して報告いたします。

（１）次年度の次期理事、次々期理事及び監事を推

薦する件

次期理事：河合重三君（富士クラブ）、監事：越智

京子さん（東京たんぽぽ）の推薦があり全員賛成で

承認された。次々期理事に関しては推薦に至らず、

継続して選考に当たる。

（２）第 15回東日本区大会のホストクラブの件

大会ホストクラブを公募したが、立候補のクラブが

無く、引き続き公募を続ける。

（３）次年度の東日本区理事方針、予算案、次期役

員承認の件

松田次期理事より説明があり、一括で承認された。

（４）国際会計年度変更に伴う東日本区区費の取り

扱いについて

国際協会の会計年度が、従来の 7月 1日～6月 30

日から 4月 1日～3月 31日に変更された事に伴い、

納入差益（10，876.25スイスフラン相当額および為

替差額分）が生じたが、繰越金として計上する旨の

提案があり、全員賛成で承認された。

（５）会員の休会を定款施行細則に規定する件

従来クラブ員の一時休会の制度がなかったが、新

たに休会制度を設ける案が提案され、承認された。

「会員の休会」の項目を定款施工細則第 9条に設け

詳細を記載する。

（６）横浜ノースクラブ解散の件

湘南・沖縄部の横浜ノースクラブが 2010年 6月

30日を以っての解散届が提出され、承認された。

11－3 カナダから BF代表が来日します。

5月 20日から 25日までカナダからＭｒ Thomas

Basil Grasse氏（65歳）がＢＦ代表として東日本区

を訪れます。所属クラブはセイント・ジョーンクラ

ブで 1997年の入会です。東日本区大会とは時期が

ずれるため、クラブ訪問が主たる目的です。

カナダからまず韓国を訪問し、東日本区から西日本

区へ移動します。期間が短いため在京クラブや富士

山部中心にホストをお願いしますが、受け入れにご

協力をお願いいたします。

11－4 東西理事連絡会の開催

今年で 10回目となる東西理事連絡会が、4月 24

日日本ＹＭＣＡ同盟会議室で開催された。この会

議は、毎年この時期に東西理事、次期理事、常任
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役員、両区事務所、ＹＭＣＡ同盟連絡主事などが

出席し、両区共通の懸案事項、次年度の計画などに

ついての協議がなされるものです。協議事項の一つ

に「理事および部長の呼称の件」が出されましたが、

この問題に関する東西委員による会議の報告がなさ

れ、現体制に於いては特に呼称を変更する必要はな

いとの認識で一致した。

11－5 東日本区大会への登録はお済みですか？

富士五湖クラブのホストによる第 13回東日本区

大会の開催が、いよいよ一月後に迫って参りまし

たが、皆さま既に登録はお済みでしょうか？

4月 20日現在でようやく 300名を超えました。

しかし、クラブによっては未だ、登録者ゼロとい

う所もあります。若さあふれる楽しい企画が一杯の

この大会に声掛け合って参加しましょう！

11－6 東日本区大会でのクラブバナーについて。

クラブ会長さんは、東日本区大会のオープニングに

行われるバナーセレモニにはバナーを忘れずにご持

参ください。事前に送られても結構ですが、紛失の

恐れもありますので、可能であればご持参頂くのが

最良かと思います。バナー送付に関する詳細は別紙

ご連絡いたします。

11－７ 2009‐2010年次代議員会のお知らせ

「年次代議員会」に関しては、既に告示されてい

ますが、この会議は区役員の皆さん、クラブ会長さ

ん始め東日本区を代表する方々が一堂に会し、区の

重要議案に関し審議頂く大切な会議です。6月 5日

（土）午前 11時より開催されますので、関係者は

必ずご出席ください。

11－8 2010年横浜国際大会情報

横浜国際大会開催まであと 3ヶ月余りとなりまし

た。プログラムの詳細も決まり、準備は順調に進ん

でいます。国内外の登録者数は 1,000名を超えまし

たが、東日本区では目標登録者数 700名には約 230

名不足しています。まだ登録されていない方は是非

早めの登録を、既に登録された方は周囲の未登録の

方への声掛けをよろしくお願いいたします。

 4月 27日現在の登録状況は以下のとおりです。

東日本区合計：468名

北海道部：4クラブ・11名

北東部：6クラブ・43名

関東東部：9クラブ・105名

東新部：9クラブ・96名

あずさ部：11クラブ・94名

湘南・沖縄部：5クラブ・52名

富士山部：9クラブ・67名

西日本区合計：314名

海外合計：218名。総合計：1,000名

 大会はワイズを広く世間にアピールする絶好の

チャンスです。大会初日の基調講演（枝廣淳子さ

ん）は広く一般の方々に無料公開いたします。横

浜、東京等近隣のお知り合いにお声をお掛け下さ

い。

 また 1 日単位でのゲストの参加も歓迎いたしま

す。大会に友人・知人を誘い、会員増強につなげ

ましょう。食事代等の実費（初日 5,000円、2日

目 5,000 円、3 日目 10,000 円）で参加いただけ

ます。詳しくは追ってご連絡いたします。

 大会当日の、受付、マーシャル等の奉仕者、大会

会場での各クラブによる物産販売の出店を受付

中です。また、聖歌隊メンバーも募集しています。

詳細は東日本区事務所までお問い合わせ下さい。

11‐9 国際ユースコンボケーションに

東日本区より 12名推薦。

ユース事業委員会では 10クラブから推薦された

12名のユース全員を参加適格者として支援するこ

とに決定いたしました。今回のユースコンボケーシ

ョン（以下ＩＹＣ）には既に 36カ国から 100名を

超えるユースの登録があり、大変な盛り上がりを見

せています。この画期的なＩＹＣで地元から参加す

るユースの活躍が期待されています。

国際的にも日本においてもワイズの活動に若者を

巻き込むことの重要性が増しています。ＩＹＣ成功

に向けて多面的なご支援、ご協力をお願いします。

11－10 区 2000プロジェクト委員会より

＊横浜関内クラブのチャーターナイトが、5 月 22

日（土）、16 時より横浜ベイホテル東急にて開催さ

れます。金沢八景クラブにとっては、沖縄クラブの

チャーターに続き今年度 2つ目の新クラブのスポン

サーとなる訳で、一年に 2つのクラブを誕生させた

パワーに感謝と敬意を表します。

＊予てから設立準備をしていた長野クラブの設立総会

が、6月 26日（土）に開催さることになりました。

甲 甲府クラブが創立 60 周年記念事業の目玉として

進めてきた（仮）長野クラブは、実に丸 2年の歳月

をかけて平原貞美氏を中心に草の根運動を起こし、

こうして未開の地に確かな種をまき、見事に新しい

花を咲かせたのです。20回を超える長野詣での末の

朗報に頭の下がる思いがします。

11‐11 沖縄しぃーさぁークラブ活動一時休止

沖縄しぃーさぁークラブは後藤 聡会長が本土へ

転勤になったため、その活動を一時休止しています。

従って、各クラブのブリテン等の送付を取りやめて

下さい。

11－12 4月は 5名の方が入会しました。

横浜：成瀬澪史さん、天野皓司さん。

富士：鍋田浩三さん。、東京西：小野 実さん

横浜とつか：吉永貴弘さん


